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【ＦＩ】
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   Ｈ０４Ｌ   1/20    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月29日(2008.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、
送信されたチャネル品質表示に関連するソフトシンボルメトリックを受信するステップ、
　該受信されたソフトシンボルメトリックから該送信されたチャネル品質表示を検出する
ステップ、及び
　該検出された、送信された品質表示に関連する信頼性を判定するステップであって、該
送信されたチャネル品質表示が複数ビットのワードであり、該送信されたチャネル品質表
示に関連する該受信されたソフトシンボルメトリックが複数のメトリックに変換され、該
メトリック各々が異なるチャネル品質ワードに関連し、該検出された、送信された品質表
示が該メトリック各々に基づいて決定される、ステップ
からなる方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、該信頼性が該チャネル品質表示のワード全体について判
定される方法。
【請求項３】
　請求項２記載の方法において、該送信されたチャネル品質表示がｎビットのワードであ
り、該送信されたチャネル品質表示に関連する該受信されたソフトシンボルメトリックが
各々異なるチャネル品質のワードに関連する２ｎのメトリックｗ０、ｗ２、・・・、ｗ２
ｎ

－１に変換され、該検出されたワードが最大のメトリックｗｊに関連するチャネル品質
のワードであり、該検出されたチャネル品質のワードの信頼性が、
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【数１】

によって判定される方法。
【請求項４】
　請求項１記載の方法において、該送信されたチャネル品質表示がｎビットのワードであ
り、該送信されたチャネル品質表示に関連する該受信されたソフトシンボルメトリックが
各々異なるチャネル品質のワードに関連する２ｎのメトリックｗ０、ｗ２、・・・、ｗ２
ｎ
－１に変換され、該チャネル品質表示のワードの各ビットｂｉ（ｉは０～ｎ－１）が、

【数２】

に等しい尤度比ＬＲｉが１に対する大小関係に従って判定され、ビットｂｉの信頼性が、
【数３】

によって判定される方法。
【請求項５】
　装置であって、
　送信されたチャネル品質表示に関連するソフトシンボルメトリックを受信する受信手段
、
　該受信されたソフトシンボルメトリックから該送信されたチャネル品質表示を検出する
検出手段、及び
　該検出された、送信された品質表示に関連する信頼性を判定する信頼性判定手段であっ
て、該送信されたチャネル品質表示が複数ビットのワードであり、該送信されたチャネル
品質表示に関連する該受信されたソフトシンボルメトリックが複数のメトリックに変換さ
れ、該メトリック各々が異なるチャネル品質ワードに関連し、該検出された、送信された
品質表示が該メトリック各々に基づいて決定される、信頼性判定手段
からなる装置。
【請求項６】
　請求項５記載の装置において、該送信されたチャネル品質表示がｎビットのワードであ
り、該送信されたチャネル品質表示に関連する該受信されたソフトシンボルメトリックが
各々異なるチャネル品質のワードに関連する２ｎのメトリックｗ０、ｗ２、・・・、ｗ２
ｎ
－１に変換され、該検出されたワードが最大のメトリックｗｊに関連するチャネル品質

のワードであり、該信頼性判定手段が該検出されたチャネル品質のワードの信頼性を、
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【数４】

によって判定する装置。
【請求項７】
　請求項５記載の装置において、該検出手段が該チャネル品質表示のワードの各ビットを
該受信されたソフトシンボルメトリックから個別に検出し、該信頼性判定手段が該検出さ
れたチャネル品質表示のワードの信頼性を各ビットについて個別に判定する装置。
【請求項８】
　請求項７記載の装置において、該送信されたチャネル品質表示がｎビットのワードであ
り、該送信されたチャネル品質表示に関連する該受信されたソフトシンボルメトリックが
各々異なるチャネル品質のワードに関連する２ｎのメトリックｗ０、ｗ２、・・・、ｗ２
ｎ
－１に変換され、該検出手段が該チャネル品質表示のワードの各ビットｂｉ（ｉは０～

ｎ－１）を、

【数５】

に等しい尤度比ＬＲｉが１に対する大小関係に従って判定し、該信頼性判定手段がビット
ｂｉの信頼性を、
【数６】

によって判定する装置。
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